
























　郵便、FAX、E‐Mailで、氏 名（ふりがな）、年齢、
性別、住所、電話番号、ペンネームまたはイニシャル
を記入の上、広報ひらどを読んだ感想や取り上げてほ
しい話題や記事、平戸市への思い、あなたの身近な出
来事などを書いてご応募ください。
　お便りをいただいた人の中から抽選で5名様に上記
商品をプレゼント。応募締切は12月20日（月）当日消
印有効です。当選の発表は、商品の発送をもって代え
させていただきます。

◎あて先
　〒859‐5192　平戸市岩の上町1508番地3
　市長公室秘書広報班
　「市民の声＆読者プレゼントコーナー」係　
　▼F A X 　22‐2419
　▼E-Mail　kouhou@city.hirado.lg.jp
※市ホームページからも投稿することができます。
※個人情報の取り扱いについては、「平戸市個人情報
　保護条例」に基づき適正に行います。なお、プレゼ
　ント発送のために個人情報を商品取り扱い事業者に
　提供いたしますのであらかじめご了承ください。

P R E S E N T S
読者プレゼントコーナー

市民のみなさんからの
おたよりお待ちしています。

　

毎
日
、
愛
犬
と
一
緒
に
平
戸
の
豊
か
な

自
然
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。
海
に
行
け
ば
、

ビ
ー
チ
に
流
れ
着
く
グ
ラ
ス
や
器
の
か
け

ら
、
流
木
を
拾
い
、
何
を
つ
く
ろ
う
か
？

と
ワ
ク
ワ
ク
し
、
山
に
行
け
ば
、
山
菜
や

木
の
実
が
な
い
か
と
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
。

　

今
秋
は
、
む
か
ご
の
コ
ロ
ッ
ケ
や
山
ぶ

ど
う
の
ジ
ャ
ム
と
パ
ン
、
ツ
ル
ナ
の
ソ

テ
ー
、
大
根
の
葉
っ
ぱ
で
お
ひ
た
し
を
つ

く
り
、
家
族
と「
結
構
お
い
し
い
ね
え
」と

野
性
味
溢
れ
る
自
然
の
恵
み
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
、
自
然
に
つ
い
て
未
熟
な
の

で
、「
身
近
な
自
然
を
暮
ら
し
に
取
り
入

れ
る
」そ
ん
な
知
恵
を
教
え
て
く
れ
る
講

座
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

（
メ
リ
ー
マ
マ　

48
歳
女
性
）

●

【
担
当
か
ら
の
回
答
】

　

現
在
行
っ
て
い
る
生
涯
学
習
講
座
に
は
、

自
然
を
題
材
に
昔
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き

た
智
恵
や
新
た
な
工
夫
な
ど
を
テ
ー
マ
に

し
た
講
座
は
、
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

講
座
の
開
設
に
は
、
住
民
ニ
ー
ズ
や
講

師
の
確
保
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。　

　

来
年
度
の
生
涯
学
習
講
座
で
検
討
を
行

い
、
講
座
の
開
設
が
決
定
し
ま
し
た
ら
、

生
涯
学
習
課
が
発
行
し
て
い
ま
す
生
涯
学

習
だ
よ
り「
ま
な
ぶ
君
」な
ど
を
通
じ
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
班

　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
内
線
２
６
２
４
）

●

　

今
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
絵
の
表
し
ょ

う
式
が
あ
り
ま
し
た
。 

　

た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
い
て
ド
キ
ド
キ

し
ま
し
た
。
名
前
を
呼
ば
れ
、
賞
状
と
た

て
を
も
ら
っ
た
と
き
は
、
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

（
ド
ー
ナ
ツ　

女
性
）

●

　

今
日
、
お
父
さ
ん
と
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
兄

ち
ゃ
ん
と
自
分
と
で
稲
こ
ぎ
を
し
ま
し
た
。

　

２
日
間
か
か
る
予
定
が
、 

今
日
１
日
で

終
わ
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。 

　

お
い
し
い
新
米
を
食
べ
ら
れ
る
の
が
楽

し
み
で
す
。

（
す
す
き　

男
性
）

●

　

先
日
、
地
デ
ジ
対
応
の
テ
レ
ビ
を
買
い

ま
し
た
。
40
型
で
す
。
大
き
く
て
見
ご
こ

ち
最
高
で
す
。
12
月
に
な
る
と
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
も
半
額
に
な
る
と
か…

。

　

今
の
う
ち
に
買
っ
て
大
正
解
だ
と
思
っ

て
ま
す
。

（
ひ
か
り　

女
性
）

●

　

元
平
戸
市
民
と
し
て
投
稿
し
ま
し
た
。

毎
月
送
っ
て
も
ら
っ
て
い
る「
広
報
ひ
ら

ど
」は
、
情
報
が
た
く
さ
ん
掲
載
さ
れ
て

い
て
、
特
に「
情
報
ひ
ろ
ば
」の
欄
は
、
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

度
島
在
住
の
妹
や
弟
た
ち
と
の
郵
便
、

電
話
の
と
き
の
話
題
に
し
て
い
ま
す
。

（
文
士
郎　

71
歳
男
性
）

●　

　

先
月
、
男
の
子
が
生
ま
れ
ま
し
た
！
念

願
の
男
の
子
で
喜
び
人
一
倍
で
し
た
ー
！

し
か
も
、
同
じ
月
に
友
だ
ち
が
、
そ
れ
ぞ

れ
３
人
も
生
ま
れ
ま
し
た
！
少
子
化
の
平

戸
で
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
無
い
の
か
と

も
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
子
ど
も
手
当
が

出
る
か
ら
、
そ
れ
だ
け
で
も
助
か
り
ま
す
。

　

僕
が
、
平
戸
の
少
子
化
を
止
め
ま
す
。

（
坂
木
龍
馬　

29
歳
男
性
）

●

　

先
日
、
２
人
目
の
妊
娠
が
判
明
し
ま
し

た
。
勤
め
先
に
、
妊
娠
し
た
こ
と
を
伝
え

る
と
み
ん
な
か
ら「
お
め
で
と
う
」と
い
っ

て
も
ら
え
ま
し
た
。
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
が

産
ま
れ
て
く
る
よ
う
に
、
パ
パ
と
一
緒
に

が
ん
ば
り
ま
す
。
１
人
目
が
女
の
子
だ
っ

た
か
ら
、
次
は
男
の
子
が
い
い
な
。

（
ム
ー
ミ
ン
マ
マ　

27
歳
女
性
）

●

　

先
日
、
中
学
校
で
行
わ
れ
た「
お
魚
教

室
」に
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ア
ジ
や
シ
イ
ラ
の
ム
ニ
エ
ル
や
イ
カ
の
カ

レ
ー
炒
め
な
ど
を
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
作
り
、
試
食
。
片
付
け
も
一
緒
で
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と
魚
を
食
べ
て
も

ら
う
た
め
に
、
と
主
催
さ
れ
た
平
戸
市
漁

協
青
年
部
の
み
な
さ
ん
の
思
い
が
、
通
じ

た
良
い
１
日
に
な
り
ま
し
た
。

（
ひ
ま
わ
り　

女
性
）

●

※

こ
の
ほ
か
、
４
通
の
お
便
り
が
あ
り
ま

　

し
た
。

このコーナーは、広報ひらどの読者のみなさん
からの声を伝えるページです。
広報ひらどへの感想、平戸市への思い、
身近な出来事など、
たくさんの声をお寄せください。

c
o
m
m
u
n
ity

市民の声
Ci t i z e n ’ｓ　Vo i c e s
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今回の応募総数は、12通でした。

※プレゼントは、事業所などから提供をいただいています。

乙姫水産「緋扇貝 20個（3,000 円相当）」
　　　　　　を５名様にプレゼント！
　乙姫水産は、宝亀教会の眼下に広がる自然豊かな宝
亀湾で緋扇貝の養殖を行っています。ホタテ貝に比べ
るとその身は小ぶりですが、プリプリの身にぎゅっと
詰まった甘みは、濃厚でホタテ貝に負けていません。
これから旬を迎え、炭火で焼くのはもちろん、鍋や煮
物、酒蒸しなどやバターソテー、フライなど調理のバ
リエーションも豊富。低カロリーで、タウリンを多く
含むため疲労回復にも効果があります。
　乙姫水産では、紐差町の浜口商店さんの一角に無人
販売所を設けています。また、直接販売や地方発送も
承っています。色鮮やかな緋扇貝は、贈り物やお歳暮
としても大変喜ばれています。今回は、Lサイズ（約９
㎝程度）の緋扇貝20個3,000円相当を5名様にプレゼ
ントします。ぜひ、この機会に味わってみませんか。
◎プレゼント品についてのお問い合わせ
　乙姫水産
　〒859‐5361　平戸市紐差町1162番地1
　TEL ・FAX　28-1002　

▲10月23日、24日に行われた平戸くんち城下秋まつりからの一コマ▲10月23日、24日に行われた平戸くんち城下秋まつりからの一コマ▲10月23日、24日に行われた平戸くんち城下秋まつりからの一コマ

■TOPICS
一人でも多くの人に伝えたい、届けたい

※

写
真
の
貝
は
、Ｍ
サ
イ
ズ
で
す

豊かな海が育んだ豊かな海が育んだ
　　　色鮮やかな貝　　　色鮮やかな貝
豊かな海が育んだ
　　　色鮮やかな貝

乙姫水産

　11月10日に市長室で、毎月1回、市内で活動している
女性グループのみなさんと昼食を食べながら気軽に懇談を
する「市長と気軽にランチタイム」が開催されました。
　今回は、広報ひらどや福祉関係の広報紙などを視覚障害
がある人のために、音声化して届けている平戸音声訳の会
「まきの実」（籠手田ヨシ子代表）のみなさん9人が参加。黒
田市長との懇談では、録音された音声を聞く再生機材の紹
介や録音するときに気をつけていることなどを話しました。



平戸市からのお知らせ

※30日は
　午後３時まで

▲つぐらでは、玉を探し、煙を吐きながら頭を高くあげる

　

収
集
日
の
確
認
を
！

　

年
末
年
始
の「
ご
み
・
し
尿
収
集
」

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
市
民
課
環
境
交
通
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
２
８

　室町時代末、中国との貿易を通じ築地町に伝わったとされていますが定かで
はありません。築地町は、江戸時代後期の文化年間（1804～ 1818年）に城下町
整備のため造営されたので、これ以降とも考えられますが、確実な記録として
は明治13 （1880）年亀岡神社遷宮祭に奉納するため長崎を訪れ、踊りを習った
とされています。道行、打込み、抜け、つぐらなどの踊りからなり竜の口から
煙を吐く様子は、長崎のジャ踊りにはない築地町ジャ踊りの特徴です。竜方は
玉遣1人と遣手10人以上、囃子方は太鼓、ドラなどで構成され、爆竹が鳴り響
く中、大変にぎやかな雰囲気で披露され、観客を魅了します。

　戦国時代に肥前白石地方（現在の佐賀県南部）より伝わり、雨乞いや稲の虫除
けと豊作を祈願する虫送りの行事として行われています。伝わった当時は、お
昼に街中を行列していたとされていますが、現在は8月に舞台を設けて披露さ
れています。まず即興で花飾りをした四角形の枠を持ち、祝い歌をうたい踊る
「枠ふり」から始まります。枠ふりは、生月や大島などほかの地域の須古踊りに
は見られない獅子地区独自のもので、アンコールを意味する「ショモウ、ショモ
ウ」の掛け声がかかり、2度3度と踊られます。その後、大名行列を模したとい
われる「鳥毛の槍」、若者が演ずる「杖使い」、子どもたちが10人前後で踊る「高
い山」、太鼓や鉦、笛を奏でる「中踊り」から構成されています。獅子の須古踊り
は、地区全体で受け継がれている貴重な民俗文化財です。

地
元
で
大
切
に
受
け
継
が
れ
る
民
俗
芸
能
55

獅子の須古踊り

■名　称

　築地町のジャ（竜）踊り

■種　別

　市指定無形民俗文化財

■指定年月日

　昭和55年2月26日

■所在地

　平戸市築地町

■名　称

　獅子の須古踊り

■種　別

　市指定無形民俗文化財

■指定年月日

　昭和59年3月31日

■所在地

　平戸市獅子町
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築地町のジャ踊り

とり げ

かね

じゃかた

たまつかい つかいて はやし かた

『
年
末
年
始
の
ご
み
・
し
尿
収
集
』

　

年
末
・
年
始
の
収
集
日
は
、
下
記
一
覧
表
の

と
お
り
行
い
ま
す
。
各
地
区
で
収
集
日
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

特
に
、
平
戸
地
区
は
、
年
始
の
収
集
開
始
日

が
行
政
区
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

【
お
願
い
】

▼
12
月
31
日（
金
）か
ら
平
成
23
年
１
月
３
日

　
（
月
）ま
で
は
、
各
地
区
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

　

ン
に
ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
粗
大
ご
み
の
回
収
や
し
尿
の
汲
取
り
は
、
決

　

め
ら
れ
た
期
日
ま
で
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼「
警
告
シ
ー
ル
」が
貼
ら
れ
回
収
さ
れ
ず
に
い

　

る
ご
み
袋
は
、
各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
利
用
者
の

　

責
任
で
、
12
月
13
日（
月
）ま
で
に
分
別
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

『
北
松
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
願
い
』

①「
燃
え
る
ご
み
」・「
生
ご
み
」に
は
、
金
属
類

　

な
ど
の
不
燃
物
を
混
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②「
飲
料
用
の
か
ん
」・「
び
ん
」・「
ペ
ッ
ト
ボ

　

ト
ル
」は
、
蓋
を
は
ず
し
中
を
洗
っ
て
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。

　
　

特
に
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
な
ど
を
入
れ
な
い

　

で
く
だ
さ
い
。

◎年末・年始ごみ収集カレンダー

◎一般廃棄物収集許可業者一覧（事業系を除く）

12月20日
12月21日
12月22日
12月23日
12月24日
12月25日
12月26日
12月27日
12月28日
12月29日
12月30日

1月  4日

1月  5日

1月  6日

月
火
水
祝・木
金
土
日
月
火
水
木

火

水

木

月日

地区名 地　域　名 業　　者　　名 電話番号 予　約　締　切　日　な　ど収集の種類

曜日 燃えるごみ・生ごみ 資源ごみ等

平戸・生月地区

燃えるごみ 資源ごみ等 燃えるごみ 不燃ごみ

田平地区 大島地区北松北部
クリーンセンター
（個人持込）

大島村
クリーンセンター
（個人持込）

全地区収集 休　み

休　み

平常収集

平常収集

平常収集

平常収集

受入可

受入可

受入可

休　み

受入可

受入可

浄　化　槽　汚　泥　

浄　化　槽　汚　泥

浄　化　槽　汚　泥　

し　尿　

し　　　　尿

し　尿

し尿・
浄化槽汚泥

粗　大　ご　み

北 部 地 域
中 部 地 域
南 部 地 域
度 島 地 域

北 部 地 域

中 部 地 域
南 部 地 域
度 島 地 域
 
 　　　　　
生 月 地 域
山 田 地 域

 

（有）平戸清掃
中部清掃（有）平田
（株）谷山清掃
赤木衛生設備
（有）平戸衛生サービス
下道清掃
八木原清掃
藤島清掃
赤木衛生設備
（有）鶴丸設備
（有）松尾設備
（有）生月衛生社
生月清掃事業所

（有）新北松衛生社

（有）吉田環境衛生設備工業

大島村クリーンセンター

（有）鶴丸設備

☎23-2210
☎28-2114
☎27-0030
☎25-2310
☎22-2497
☎22-2573
☎28-1048
☎27-0055
☎25-2310
☎23-3629
☎22-3351
☎53-2282
☎53-0214

☎0956-65-2766

☎0956-76-2351

☎55-2007

☎23-3629

12月1日（水）～12月13日（月）まで予約を受け付けます。
12月14日（火）～12月22日（水）まで予約を受け付けます。

12月29日（水）午後～1月4日（火）まで休みます。

12月10日（金）までに予約が必要です。
１月４日（火）から平常収集となります。

12月13日（月）までに予約が必要です。
１月４日（火）から平常収集となります。

12月29日（水）～1月3日（月）まで休みます。

12月13日（月）までに予約が必要です。
12月29日（水）～1月3日（月）まで休みます。
12月28日（火）までに電話連絡ください。
12月30日（木）～1月4日（火）まで休みます。

平戸地区

生月地区

田平地区

大島地区
12月29日（水）～１月3日（月）まで休みます。

的山・大根坂
神浦・前平・西宇戸

9：00～12：00
13：00～16：00

9：00～12：00
13：00～16：00

9：00～12：00
13：00～16：00

平常収集
平常収集

休　　　　　み

12/31（金）～１/3（月）までの間は、収集業務および施設の受け入れは、休みます。

※北松北部クリーンセンターの12月の休日受入は、23日（木）となっています。

平 常 収 集

平 常 収 集

休　み

休　み

全地区収集

全地区収集

平常収集

平常収集

臨時収集

平常収集

平常収集

平常収集

平常収集

[平戸]通常月･木地区
[生月]全地区収集 
[平戸]通常火･金地区
[生月]全地区収集

受入可

▲須古踊りの中心を担う中踊りで
　は、躍動的に太鼓や鉦を鳴らす
　奉納する場所に応じて即興的に
　祝い文句を歌い踊る

▲






